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本発表の特徴 

情報化が進んだ戦いでの優劣を決定する情報収集能力に、大きな影響を与える赤外線

技術のうち、「装備品の眼」として働く

研究活動を含めて紹介する。

 

本発表の概要 

情報化が進んだ現代においては、戦いの優越は

如何に有益な情報を収集できるかが重要になって

技術は、情報収集能力を支える根幹

て、大きな役割を果たしてい

まもなくの１９５４年（当時は、防衛庁技術研究所）には暗視装置の研究が開始されて

おり、それ以後、様々な材料や仕組みについて

きた（図１）。その成果は、

警戒監視、捜索追尾、照準や誘導（ミサイルシーカ）

いる。 

当日は、実際にどのような場面で赤外線技術が活用されているかについて述べるとと

もに、防衛分野における赤外線技術の

究本部で実施している研究や活動

図 1 技術研究本部における赤外線センサ技術研究の流れ
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能力を支える根幹技術であり、今後も我が国の防衛

大きな役割を果たしていくと考えられる。防衛省技術研究本部においては、創設後

年（当時は、防衛庁技術研究所）には暗視装置の研究が開始されて

様々な材料や仕組みについて赤外線センサ技術に関する

。その成果は、個人携帯用から各種プラットフォーム搭載用に至るまで、
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どのような場面で赤外線技術が活用されているかについて述べるとと

防衛分野における赤外線技術の特徴、民生技術との係わりなど
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